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【緒言】ペロブスカイト太陽電池は高い変換効率から注目を集めており、広く研究が行われてい

る。その中でペロブスカイト太陽電池の安定性についても重点的に研究が行われているが、我々

は電圧印加により CH3NH3PbI3太陽電池が劣化し、その後回復挙動を起こすことを報告してきた[1, 

2]。本研究では、CH3NH3PbI3太陽電池に電圧を印加することで劣化させた後、加熱することによ

る回復挙動への影響を調査した。 

 

【実験方法】本研究では、Glass/FTO/Compact TiO2/Mesoporous TiO2/ CH3NH3PbI3/spiroOMeTAD/Au

型の太陽電池を 1 液法にて作製したものを用いた。また、ホール輸送層のみを無くした試料も作

製した。太陽電池特性を評価するために、ソーラーシミュレータ下で-0.1 V から 1.0 V まで電圧を

掃引し、J-V 特性を測定した。次に、金電極側を正に 1.0 V を 15 分間印加後、すぐに先述の条件

で J-V 特性を測定した。そして、ホットプレートでセルを 15 分間 50-150℃に加熱し、再度 J-V 特

性を測定した。電圧印加及び加熱の実験は大気下、暗室にて行った。 

 

【実験結果】図 1 に電圧印加前、電圧印加後、50-150℃で加熱した後のペロブスカイト太陽電池

の変換効率を示す。図 1 から試料を 50℃で加熱した際には変換効率はほとんど変化が観測されな

かったが、70℃と 100℃で加熱した際は若干の変換効率の回復が観測された。しかし、150℃で加

熱した際は変換効率が回復せずに低下した。また、図 2 はホール輸送層(Hole Transport Layer: HTL)

をなくした試料の電圧印加前、電圧印加後、150℃で加熱した後のペロブスカイト太陽電池の変化

効率を示す。図 2 から試料へ電圧印加後 150℃で加熱すると変換効率の回復が観測された。図 1 と

図 2 より、HTL が有る場合は 150℃で変換効率が低下するが、HTL が無い場合では回復するため

150℃での加熱はペロブスカイト層以外の HTL 等に対して大きな劣化を引き起こしている可能性

がある。以上のことから、CH3NH3PbI3太陽電池の電圧印加による劣化は温度を加えることで回復

することが明らかになった。しかし、150℃で加熱した際には HTL に用いた spiroOMeTAD が要因

で変換効率が低下したものと考えられる。 
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Fig 1. Effect of annealing temperatures after 

applying voltage for perovskite solar cells with 

HTL. 

Fig 2. Effect of annealing temperature of 150℃

after applying voltage for perovskite solar cell  

without HTL. 
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